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旧
江
戸
川
乱
歩
邸
に
は
乱
歩
の
遺
品
と
し

て
数
多
く
の
帽
子
や
眼
鏡
な
ど
が
残
さ
れ
て

い
る
。
生
前
の
乱
歩
の
姿
が
感
じ
ら
れ
る
も

の
の
な
か
で
も
、
衣
服
は
特
に
乱
歩
の
背
格

好
を
眼
前
に
再
現
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
今

回
は
そ
の
一
部
で
あ
る
ス
ー
ツ
に
つ
い
て
紹

介
し
た
い
。

　

ま
ず
乱
歩
の
ス
ー
ツ
の
全
体
を
見
る
と
、

大
き
さ
に
目
が
と
ま
る
。
ス
ー
ツ
の
着
丈
か

ら
想
像
さ
れ
る
乱
歩
は
大
柄
で
、
当
時
の
成

人
男
性
と
し
て
は
身
長
も
高
か
っ
た
の
だ
ろ

う
。
ま
た
『
オ
ー
ル
読
物
』（
二
〇
〇
八
年

三
月
号
）
に
掲
載
さ
れ
た
座
談
会
「
ミ
ス
テ

リ
ー
作
家
、怪
物
た
ち
の
記
憶
」
に
お
い
て
、

乱
歩
を
見
た
こ
と
が
あ
る
佐
野
洋
が
「
最
初

の
印
象
は
『
怪
物
だ
な
あ
』
と
い
う
感
じ
だ

っ
た
ん
で
す
。
私
は
身
長
が
百
七
十
六
セ
ン

チ
あ
り
ま
す
が
、
乱
歩
さ
ん
も
ち
ょ
う
ど
そ

の
く
ら
い
で
す
か
ら
、
あ
の
年
代
で
は
か
な

り
大
き
い
方
で
す
し
、
さ
ら
に
体
格
も
立
派

で
す
。」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
乱

歩
の
か
っ
ぷ
く
の
良
さ
が
わ
か
る
。

襟首「洋装カワセ」のタグ

　

数
点
あ
る
乱
歩
の
ス
ー
ツ
の
首
元
に
は
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と

書
か
れ
た
タ
グ
が
縫
い
付
け
ら
れ
て
い
る
。

調
べ
て
み
る
と
、
一
九
三
三
年
か
ら
銀
座
四

丁
目
に
店
舗
を
構
え
る

「
銀
座
い
さ
み
や
」
の
紳

士
服
部
が
、
一
九
四
五
年

に
銀
座
五
丁
目
、
松
坂
屋

の
は
す
向
か
い
に
開
店
し

た
「
洋
装
カ
ワ
セ
」
で
仕

立
て
た
も
の
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
。「
洋
装
カ

ワ
セ
」
は
同
年
一
月
二
七

日
の
銀
座
地
区
の
空
襲
で

焼
け
た
も
の
の
、
そ
の
後

再
開
さ
れ
一
九
六
五
年
頃

ま
で
営
業
し
て
い
た
。
当

時
「
洋
装
カ
ワ
セ
」
で
扱

わ
れ
て
い
た
生
地
は
一
流

の
も
の
ば
か
り
で
、
外
国

産
は
約
五
円
、
国
産
が
約

三
・
五
円
で
あ
っ
た
。
銀
座
の
真
ん
中
に
店

を
構
え
、
高
級
生
地
を
使
っ
た
注
文
紳
士
服

専
門
店
の
客
の
中
に
は
小
説
家
、
俳
優
、
政

治
家
、
一
流
企
業
の
経
営
者
な
ど
エ
リ
ー
ト

揃
い
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　

こ
の
頃
、晩
年
を
過
ご
し
て
い
た
乱
歩
は
、

少
年
探
偵
団
の
シ
リ
ー
ズ
を
中
心
に
作
品
を

発
表
し
て
お
り
、
一
九
六
一
年
（
乱
歩
六
十

七
歳
）
に
は
紫
綬
褒
章
を
受
章
す
る
な
ど
名

実
と
も
に
一
流
作
家
と
な
っ
て
い
た
。
身
に

ま
と
う
ス
ー
ツ
も
高
級
な
も
の
で
あ
っ
た
。

「
洋
装
カ
ワ
セ
」
の
タ
グ
が
付
け
ら
れ
た
ジ

ャ
ケ
ッ
ト
の
右
胸
の
内
ポ
ケ
ッ
ト
に
は
必
ず

「Edogaw
a

」
も
し
く
は
「
江
戸
川
」
と
刺

繍
が
施
さ
れ
て
い
る
。「
平
井
」
と
刺
繍
さ

れ
て
い
な
い
点
に
小
説
家
・
江
戸
川
乱
歩
と

し
て
の
誇
り
が
感
じ
ら
れ
る
。
そ
の
ネ
ー
ム

刺
繍
と
「
洋
装
カ
ワ
セ
」
の
タ
グ
が
付
い
て

い
る
数
点
の
ス
ー
ツ
の
中
で
も
、
ジ
ャ
ケ
ッ

ト
、
ス
ラ
ッ
ク
ス
、
ベ
ス
ト
、
ハ
ン
チ
ン
グ

帽
の
四
点
が
同
一
の
生
地
で
仕
立
て
ら
れ
て

い
る
も
の
が
あ
っ
た
。
オ
レ
ン
ジ
、
ベ
ー
ジ

ュ
、
茶
、
薄
緑
、
深
緑
色
の
糸
で
織
ら
れ
た

厚
手
の
生
地
で
、
冬
か
ら
春
に
か
け
て
着
用

愛
用
の
ス
ー
ツ
に
見
る
乱
歩
の
誇
り

大
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左前身頃「江戸川」の刺繍

左前身頃「Edogawa」の刺繍
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旧
江
戸
川
乱
歩
邸
の
二
〇
一
九
年
一
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
来
館
者
数

は
、
六
三
三
一
人
で
し
た
。
夏
に
は
豊
島
区
と
の
連
携
企
画
「
暗
が
り
か

ら
池
袋
を
覗
く
」
が
開
催
さ
れ
、
当
セ
ン
タ
ー
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
に

は
、
展
示
室
に
入
り
切
ら
な
い
ほ
ど
多
く
の
方
々
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
た
、
毎
春
恒
例
に
な
り
つ
つ
あ
る
池
袋
図
書
館
の
江
戸
川
乱
歩

講
座
に
も
、
熱
心
な
乱
歩
フ
ァ
ン
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
、
当
セ
ン
タ
ー
に
関
係
す
る
情
報
に
つ

い
て
は
、
Ｈ
Ｐ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
玄
関
脇
の
掲
示
板
な
ど
で
適
宜
お
伝
え
し
て

い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
市
井
に
散
逸
し
た
乱
歩
の
旧
蔵
書
、
特
に

日
本
の
古
典
籍
の
収
集
を
試
み
て
い
ま
す
。
二
〇
一
九
年
度
は
、『
新
武

道
伝
来
記
』『
大
仏
物
語
』『
長
者
機
嫌
袋
』『
男
色
子
鑑
』『
諸
国
勇
力
染
』

『
世
間
孝
子
形
気
』『
杉
楊
子
』『
身
延
鑑
』『
色
羽
二
重
』（
以
上
端
本
）、『
案

山
子
草
』『
無
物
論
』『
岩
つ
つ
じ
』『
和
国
小
性
形
気
』
に
加
え
、
収
納

編
集
後
記

し
て
い
た
乱
歩
自

筆
書
名
付
き
の
箱

を
入
手
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

立
教
大
学
図
書
館

で
保
存
、
管
理
し

て
い
ま
す
の
で
、

今
後
の
諸
研
究
に

活
用
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

（
Ｎ
）

さ
れ
て
い
た
も
の
だ
ろ
う
。
ま
た
こ
の
ス
ー

ツ
は
「
貼
雑
年
譜
」
の
中
で
も
乱
歩
が
着
用

す
る
姿
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、
新
保
博

久
編
『
江
戸
川
乱
歩
ア
ル
バ
ム
』（
一
九
九

四
年
、
河
出
書
房
出
版
社
）
等
、
書
籍
の
表

紙
の
写
真
と
し
て
も
見
か
け
る
機
会
の
多
い

も
の
で
あ
る
。

付
記
「
洋
装
カ
ワ
セ
」
の
詳
細
に
つ
い
て

は
株
式
会
社
い
さ
み
や
代
表
取
締
役
社

長
・
川
瀬
真
人
氏
に
ご
協
力
い
た
だ
い

た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。

同一の生地で仕立てられた四点


